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論文内容の要旨

〔目的〕

従来，心筋梗塞早期には虚血心筋に血小板沈着・白血球浸潤の生じることが知られており，これらと

心筋壊死進展との関連が注目され，その細胞障害作用の 1 っとしてアラキドン酸代謝の冗進が考えられ

ている o 実際，血小板・血管内皮相互間におけるアラキドン酸シクロオキシゲナーゼ代謝物質トロンボ

キサン A 2 (TXA 2 )，フ。ロスタサイクリン (PGI 2 ) 生成不均衡が冠循環系の破綻を招来し，心筋虚血を

増悪することが報告されている。しかしながら，血小板の活性化が虚血領域で生じる機序，更には，冠

微小循環障害の成立において重要と考えられる多核白血球の機能との相関など未解決の点が多い。高丘，

多核白血球で産生されるアラキドン酸リポキシゲナーゼ代謝由来のロイコトリエン (L T) , ヒドロオ

キシ酸 (HETE) が組織の炎症反応を仲介して，あるいは，血小板・血管内皮のアラキドン酸カスケー

ドを修飾する事により微小循環障害を惹起するとの示唆がなされつつあるO 本研究では，実験的心筋梗

塞(冠動脈閉塞一再濯流モデル)において，虚血心筋領域で産生されるアラキドン酸代謝物質(エイコ

サノイド)を定量し， これと心筋梗塞の壊死進展並びに白血球浸潤度との関わりについて解析すると共

に，アラキドン酸代謝阻害剤の効果についても合わせて検討した。

〔方法並びに成績〕

麻酔開胸下に雑種成犬 (10-15kg， n ニ 30) の左冠状動脈前下行枝を1.5時間閉塞・ 5 時間再濯流を

行うことより心筋梗塞モデルを作成した。 TXA 2 合成酵素阻害剤CV -4151 (2 mg/kg, i. V., n =10) 

は冠動脈再潅流直前に， リポキシゲナーゼ阻害剤AA-861 (100mg/kg, i. d. , n =10) は冠動脈閉塞

前に投与した。心筋虚血領域，壊死領域の広がりは二重染色法(エパンスブルー， トリフェニールテト
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ラゾリウム)を用いて測定し，虚血領域中の壊死領域の割合を心筋梗塞量の指標とした。左室横断切片

の一部を細片化し， 37
0

C15分インキュベートした後酸性脂質を抽出し， リポキシゲナーゼ代謝物質は逆

相液体クロマトグラフィー，シクロオキシゲナーゼ代謝物質はラジオイムノアッセイを用い定量した。

虚血心筋の一部はへマトキシリン・エオジン染色を行い病理組織標本を作成し，白血球浸潤度を評価し

た。同時に，末梢血より分取した多核白血球 (Percoll 密度勾配法)の，化学遊走能及びA23187存在下

での LTB 4 産生を検討し，多核白血球機能の指標とした。

その結果， 1. 心筋梗塞量:梗塞量は，対照群 (42.0I4.7%， meanI S EM) に比し， C V -4151 

群 (16.4士4.7%， P<O.Ol) AA -861群 (18.7I5.3%， P <0.01) は共に有意に低下した。 2. 心筋

アラキドン酸代謝:対照群において正常心筋で、は少量の12-HETE C13I2ng/g , mean士 SEM) ，

TXB2 (4.2IO.5ng/ g) が検出されるのみであるが，虚血心筋ではこれらの産生(各々 120I35ng/ g , 

18.3I2.4ng/ g) は冗進し，心筋梗塞量と有意な正相関を示した(各々 r =0.732, P<0.02, r =0.942, 

P <0.001)0 C V-4151群あるいはAA -861群では虚血心筋で、の各々 TXB 2 ・ HETEs の産生が著明に

低下した (P<0.01)0 3. 心筋白血球浸潤:対照群において虚血心筋での白血球浸潤が高度な例ほど

HETE , TXB 2 の産生量はより高値を示した。両治療群では，白血球浸潤の著明な抑制が認められた。

4. 多核白血球機能: LTB 4 産生量は，対照群では有意な経時変化がみられなかったが，両治療群では

著明に低下した。化学遊走指数は，対照群で冠動脈再濯流後徐々に増加したが，両治療群では有意な抑

制が認められた。

〔総括〕

本研究の結果は，アラキドン酸代謝系の TXA 2 合成酵素祖害剤， リポキシゲナーゼ阻害剤は共に，

多核白血球遊走能を低下させ，虚血心筋への白血球浸潤を抑止することにより，多核白血球由来物質に

よる虚血心筋の細胞障害進展を抑制する可能性を示唆するO 多核白血球は， 1) 蛋白融解酵素，活性酸

素などの心筋細胞障害をもたらす物質を産生し得ること， 2) LTや血小板活性化因子 (PAF) など

の血管作動性(収縮)物質を遊離し，虚血心筋での血流を低下させること， 3) 虚血心筋の毛細血管を

栓塞することより冠微小循環障害を惹起し得ること等より，心筋壊死進展を増幅すると考えられる。

シクロオキシゲナーゼ系の TXA 2 は強力な血小板凝集促進・血管収縮作用を有しており，血小板凝集

塊形成や細血管収縮により心筋虚血領域における局所冠循環不全を助長すると考えられる o TXA 2 合成

酵素組害剤の多核白血球機能に対する抑制機序としては， 1) TXA 2 の作用発現において LTの産生冗進が

仲介し得ること， 2) TXA 2 の選択的な産生抑制により白血球機能を抑制するプロスタグランディン D 2
などの産生が冗進することが想定される。今後，流血血球と心筋組織の相互間におけるシクロオキシゲ

ナーゼ・リポキシゲナーゼ、両代謝相関が心筋壊死進展に占める役割を更に検討する必要があるO

論文の審査結果の要旨

再濯、流心筋障害において，虚血心筋に浸潤・沈着する流血血球特に白血球が心筋壊死進展に深く関与
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すると考えられている。本研究では，再瀧流心筋障害モデルにおけるアラキドン酸代謝と白血球機能と

の関連について解析し虚血心筋ではアラキドン酸代謝物質の産生が充進し，白血球浸潤度と正相関を

示した。アラキドン酸代謝阻害剤は，心筋梗塞量を有意に縮小し，この際多核白血球機能は低下し虚血

心筋への白血球浸潤も軽減した。以上より，虚血心筋におけるアラキドン酸代謝系の賦活化が，多核白

血球機能と密接に連関して再濯流心筋障害を進展させる可能性が示された。本研究は，再濯、流心筋障害

の防止策を立案する理論的根拠を示しており，今後の循環器内科学に対する貢献は大であると考えられ
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